
中学校理科 第２学年 生物分野 

「動物の世界」（「動物の分類」） 

久喜市立太東中学校 岡本 雄太郎 

 

研究の概要 

・本研究では、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を

解決する資質・能力を育成するため、生徒たちが主体的・対話的で深い学びを得られるような授業

を考案し、実施した。 

・具体的には、動物の分類において、動物のイラストが描かれたカードを使ったり、画板に貼り付け

て発表させたりする作業を行った。 

・授業では、意欲的に活動する生徒たちの様子が多々見られた。「自由に分類してよい」「班で相談し

て決定する」といった工夫を行ったことが、生徒たちの主体的・対話的な学びの効果をもたらした

ことと考えられる。 

 

１ はじめに 

 普段の授業では、観察・実験を中心に授業を行い、生徒の体験を重視している。理科室には５台の 

テレビを設置し、書画カメラを使って手元の作業を映している。生徒たちにはわかりやすいと好評であ

る。話や説明が長く、講義型の授業になってしまうことがあるため、生徒たちが主体的・対話的に学べ

る授業を展開できるように実践を行った。 

 

２ 授業について 

(1) 本授業で育てたい資質・能力 

   ・動物の特徴に気づき、分類の結果をわかりやすく表現することができる 

   ・話し合いや発表を行わせ、思考力・判断力・表現力等を育むことができる。 

(2) 本授業で期待する「主体的・対話的で深い学び」の姿とそれを促すための教師の手立て 

動物の分類について興味・関心を持ち、あらかじめ個人で考えたことを意見交換したり、議論し

たりすることで、新たな考え方に気が付いたり、自分の考えをより妥当なものとしたりすることが

できるように努める。そのため、導入で動機づけを行い、作業がしやすいようにイラストが描かれ

たカードを使用した。個人で考え、グループで考え、全体で発表させる手立てをとった。 

(3) 本授業の目標 

    本時では、親しみのある 26種類の生物を挙げ、これらの生物が生息している場所、活動的な季

節、色、形、大きさなどの姿、殖え方、栄養分のとり方などの特徴に基づいた観点で分類の基準を

考えさせる。そして、共通点や相違点に基づいて動物を分類できることを見いだして理解させる。 

 (4) 本授業の概要 

  本授業では、26種類の動物のイラストが描かれたカード（動物カード）を自作し、活用した。 

 グループで話し合い、発表させる場面では、画板にグループ名と矢印を記入させ、カードを貼り付

けて全体に提示させた。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業の実際 

自由に分類させたことで、勉強が得意ではない生徒でも授業に参加することができた。以下は生徒 

たちのつぶやきをまとめたものである。 

・陸で生活するグループと海で生活するグループはどうかな。 ・足があるなしは？ 

・飛ぶグループと飛ばないグループは？  ・背骨があるかないかだよ。 

・体が柔らかいか硬いかは？  ・ヘビはミミズと同じなんじゃん？ 

・形を保っていないといけないものは背骨が必要かもしれない。 

・虫は小さいから（背骨が）いらないかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 考察 

 自由に分類してよいこと、動物カードを活用したこと、グループでまとめ、発表させたことが主体的で

対話的な学びにつながったと考える。最後のまとめで「科学者がどのように考えたのか」を教師が提示し

たが、生徒たちに考えさせた方がよかったと考える。答えを言わず、机上でセキツイ動物、無セキツイ動

物のカードを分けさせると、深い学びにつながると思われる。また、カードの裏側に「卵生」「恒温動物」

などを記し、のちほど単元のまとめや授業の導入として使うと、知識の定着にもつながると考える。 

 

５ 参考文献等 

 学校図書株式会社「中学校科学２ 教師用指導書 下巻 解説編（２分野）」 

 小森栄治「小森理科資料室 自作ワークシート集」 http://rika.o.oo7.jp/ws/ws.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（付録） 

①指導案 

 

第２学年４組 理科学習指導案 

  検 印  

                                      令和元年 １０月１８日（金）第５校時 

                                      授業場所  第１理科室 

                                      指導者 教諭 岡本 雄太郎 印 

 

 

 

 

１ 単元名（題材名） 動物の世界 

  

２ 単元について（題材について） 

（１）単元（題材）観 

  学習指導要領における生物領域の学習では、生物や生物現象についての観察・実験を行い、観察・実

験技能を習得させ、観察・実験の結果を考察して自らの考えを導き出し表現する能力を育てるととも

に、植物や動物の生活と種類、生物の細胞と生殖などについて理解させ、これらの事象に対する科学的

な見方や考え方を養うことを目標としている。特に「動物の生活と種類」の学習では、身近な動物の観

察方法及び観察・実験器具の扱い方・観察記録の仕方など、生物を調べるための基礎的技能を習得さ

せ、動物のからだのつくりと働きを相互に関連させて考察する見方や考え方を養い、生物体の巧みなし

くみという観点から理解させることをねらいとする。 

 

（２）生徒観 

生徒は、小学校では第３学年で昆虫の育ち方には一定の順序があること、また成虫の体は頭、胸及び

腹からできていること、第４学年で人の体には骨と筋肉があること、第６学年で人や他の動物につい

て、体のつくりと呼吸、消化、排出及び循環の働きを学習している。中学校第２学年では、脊椎動物の

からだのつくりとはたらきについて学習する。それぞれの学年で目標は異なるが、これまでに習得した

知識や技能を生かし、実際に身近な動物を見たり、触れたり、実験をして調べたりするなどいろいろな

経験をすることを通して、その巧妙さや素晴らしさを感じさせたい。 

また本校では、毎年２学期の土曜授業でブタの内臓観察を行っている。先日２学年の生徒は、口から

肛門まで１つに繋がった内臓を観察したり、目玉を解剖して水晶体を取り出したり、１５ｍ近くもの長

さの小腸を持ったり、肺を膨らませたりする体験をした。写真や映像ではわからない体験を通して、生

徒たちはブタのからだのつくりに感動し、五感を通して生命の不思議さに興味深く取り組むことがで

きたと思われる。また、実物を観察し、教師からの解説を受けたことで、呼吸・消化・排出・循環など

のからだのはたらきは、生きている間欠かすことのできないものであることを学習し、からだのつくり

やはたらきの巧妙さ、素晴らしさを自分自身のからだに置き換えることができたことが、その後のレポ

ートから読み取れた。からだを提供し、学ばせてもらったブタの命に感謝しながら、本校の研修テーマ

である「主体的に育む生徒の育成」のもと、どの生徒も主体的に取り組むことができたと思われる。 

 



（３）指導観 

  動物のからだのつくりや分類などを学習する上で、身近な動物の観察・飼育を通じて理解を深める

ことが効果的であるが、動物の種類によってはそれが困難であり、写真や  図鑑などの視聴覚教材を

使用することが多くなってしまう。可能な限り実物を用意し、観察・実験を通して生徒たちに触れさ

せ、生命の精妙さを実感させたい。 

  また、動物の分類に関しては、以下のように学習指導要領で書かれてある。 

 

共通点や相違点に基づいて動物を分類できることを見いだして理解させる際には、例えば、幾つかの

共通点や相違点を基に分類表や検索表などを作らせ、その表を用いて、未知の動物がどの仲間に分類で

きるかを考えさせることなどが考えられる。 

 

これらの学習を通して、動物に対する興味・関心を高め、動物を観察するときにどのような点に注目

すればよいかを考える力を身につけさせていきたい。そして、自分自身のからだに置き換えたり、実生

活との関連を考えさせたりし、自分のからだのつくりとはたらきを理解させ、生命を大切にする態度を

育てたい。 

 

３ 研修テーマとの関わり  

研修テーマ「主体的に学ぶ生徒の育成～主体的・対話的で深い学び、ＩＣＴの活用を通して～」の

もと、「プログラミング的思考を育む授業」を展開する。本時では、親しみのある２６種類の生物を挙

げ、これらの生物が生息している場所や、活動的な季節、色、形、大きさなどの姿、殖え方、栄養分の

とり方などの特徴に基づいた観点で分類の基準を考えさせる。生息している場所を観点とした場合に

は、水中や陸上などを基準として設定することが考えられる。その後、別の生物を当てはめ、用いた観

点や基準で分類できるかどうかを考えさせたり、他の観点や基準を検討させたりすることなどが考え

られる。その際、分類の結果を分かりやすく表現させるようにする。これらの学習活動では、話合いや

発表を行わせ、思考力、判断力、表現力等を育成していきたい。 

 

４ 単元（題材）の目標 

動物について観察や実験を通して動物のからだのつくりとはたらきを理解するとともに、動物の種

類やその生活について認識を深める。 

 

５ 単元の学習計画・評価規準 ＜28時間扱い＞ 

章 節 学 習 内 容 評 価 規 準 

１．生物のからだと
細胞 

〔４時間〕 
〈目標〉 
・生物のからだが細
胞からできているこ

１ 細胞のつくりはど
のようになっている
か〔２時間〕 

   
〈目標〉 
・生物のからだが細胞

【観察１】 細胞のつくりを
観察しよう 

・植物細胞と動物細胞の基
本的なつくりの共通点と相
違点を見いだす。 
 

○細胞のプレパラートを作
製し，顕微鏡を正しく操作
している。 
【観察・実験の技能】 

 



章 節 学 習 内 容 評 価 規 準 

と，及び植物と動物
の細胞のつくりの特
徴を見いだす。 
・生物には単細胞生
物と多細胞生物があ
ることを知る。 
・多細胞生物のから
だのつくりの区分に
ついて理解する。 
・細胞呼吸や，植物
と動物の養分の取り
方の違いについて理
解する。 

からできていること，
及び植物と動物の細胞
のつくりの特徴を見い
だす。 

 

・植物細胞と動物細胞のつ
くりについて理解する。 

 
 
 

○植物細胞と動物細胞の観
察結果から，共通点と相違
点を指摘している。 
【科学的な思考・表現】 

２ 生物のからだのつ
くりはどのようにな
っているか 

〔２時間〕 
  〈目標〉 
・生物には単細胞生物
と多細胞生物があるこ
とを知る。 
・多細胞生物のからだ
のつくりの区分につい
て理解する。 
・細胞呼吸や，植物と動
物の養分の取り方の違
いについて理解する。 

 

・生物には単細胞生物と多
細胞生物があることを知
る。 
・細胞，組織，器官，個体の
関係について理解する。 

 

○生物には単細胞生物と多
細胞生物があることを説明
している。 
【知識・理解】 

・細胞は細胞呼吸によって
生命を維持するのに必要な
エネルギーを取り出してい
ることを理解する。 
・植物と動物の養分の取り
方の違いについて理解す
る。 

 

○細胞の生命を維持するし
くみや，植物と動物の養分
の取り方の違いに興味をも
っている。【関心・意欲・態
度】 

２．生命を維持する
しくみ 

〔１３時間〕 
  〈目標〉 
・消化や吸収，血液
の循環について理解
し，動物のからだに
は必要な物質を取り
入れ運搬し，不要な
物質を排出するしく
みがあることを知
る。 
 

１ 食物はどのように
して体内に取り入れ
られるか〔５時間〕 

  〈目標〉 
・動物が養分を体内に
取り入れるしくみにつ
いて理解する。 

 

・消化管とそのつくりや，消
化について理解する。 

 

○ヒトの消化器官や消化に
ついて説明している。 
【知識・理解】 

【実験１】 だ液のはたら 
きを調べよう 

・だ液には消化酵素が含ま
れていることを確かめる。 

 

○だ液は，デンプンを麦芽
糖などに分解することを指
摘している。 
【知識・理解】 

・消化器官や消化酵素のは
たらきや，分解された物質
が吸収されるしくみについ
て理解する。 

〔２時間〕 
 

○消化について興味をも
ち，そのはたらきや意味を
調べようとしている。 
【関心・意欲・態度】 

・吸収された物質が小腸，肝
臓を経由して全身に運ばれ
ることを理解する。 

 

○柔毛は吸収を効率化する
つくりであることを説明し
ている。 
【知識・理解】 

２ 呼吸とはどのよう
なはたらきか 

〔２時間〕 
  〈目標〉 
・動物の呼吸器官とガ
ス交換について理解す
る。 

 

・動物は呼吸によって酸素
を体内に取り入れ，二酸化
炭素を排出していることを
理解する。 
・酸素を取り入れ二酸化炭
素を排出するしくみと，肺
のつくりとを関連づけて理
解する。 

〔２時間〕 
 

○肺胞に毛細血管を張り巡
らせることで，酸素や二酸
化炭素の交換を効率的に行
っていることを推論してい
る。 
【科学的な思考・表現】 
 
○肺におけるガス交換につ
いて説明している。 
【知識・理解】 



章 節 学 習 内 容 評 価 規 準 

３ 血液にはどのよう
なはたらきがあるか 

〔４時間〕 
  〈目標〉 
・からだの内部は，心臓
と血管により血液が行
きわたっており，血液
が養分とガスの交換を
仲介していることを理
解する。 

 

・心臓や血管のはたらきに
ついて理解する。 
・体循環や，肺循環などの血
液循環の道筋について理解
する。 

〔２時間〕 

○心臓のつくりとはたらき
について説明している。 
【知識・理解】 

【観察２】 血液の流れるよ
うすを観察しよ
う 

・ドジョウを使って血液の流

れや成分を観察する。 

○顕徴鏡を用い，血液の流
れや血液の観察を行ってい
る。 
【観察・実験の技能】 

・血液の成分や，はたらきに
ついて理解する。 
・体内における物質の運搬
のしくみについて理解す
る。 
・細胞が組織液を介して酸
素や物質をやりとりしてい
ることを理解する。 

○血液の各成分と，そのは
たらきについて説明してい
る。【知識・理解】 

 ４ 不要物の排出はど
のように行われるか 

〔２時間〕 
  〈目標〉 
・不要物が排出される
しくみについて理解す
る。 

・体内で生じた不要物が排
出される過程について理解
する。 

〔２時間〕 
 

○肝臓・腎臓のはたらきに
ついて説明している。 
【知識・理解】 

３．行動するしくみ 
〔６時間〕 

  〈目標〉 
・動物が外界の刺激
に適切に反応してい
ることを理解する。 
・行動と，感覚器官，
神経系，及び運動器
官のつくりとを関連
づけて理解する。 

１ まわりのようすを
どのように知るか 

〔２時間〕 
  〈目標〉 
・動物が周囲の情報を
とらえるしくみについ
て理解する。 

 

・動物は，刺激をどのように
して受け止め，どのように
反応しているかを理解す
る。 

 

○刺激と反応との関係を説
明している。 
【科学的な思考・表現】 

・ヒトの感覚器官のつくり
やはたらきについて理解す
る。 

 

○感覚器官に興味をもち，
自分のからだで調べようと
している。 
【関心・意欲・態度】 

２ 刺激を受け取ると
どのように反応する
か 

〔３時間〕 
  〈目標〉 
・周囲の情報をもとに
行動を起こすまでの経
路について理解する。 
・意識とは無関係に起
こる反射について理解

・ヒトの神経系のつくりと
行動のしくみについて理解
する。 

 

○中枢神経（脳と脊髄）と末
梢神経（感覚神経と運動神
経），及び神経系について説
明している。【知識・理解】 

【実験２】 ヒトの反応時間
を調べよう 

・反応にかかる時間を調べ
る。 

 

○自分の行動を生物学的に
とらえ，反応のしくみを調
べる方法を考え，分析しよ
うとしている。【関心・意欲・
態度】 



章 節 学 習 内 容 評 価 規 準 

する。 ・意識して起こす反応と，無
意識に起こる反応では，神
経系の経路が異なることを
理解する。 

 

○無意識に起こる反応で
は，刺激から反応までの経
路が短いため，かかる時間
も短いことを指摘してい
る。 
【科学的な思考・表現】 

３ からだはどのよう
なしくみで動くか 

〔１時間〕 
  〈目標〉 
・からだを支え，動かす
しくみについて理解す
る。 

 

・筋肉と骨格について知る。 
・からだを動かすときのし
くみについて理解する。 

 

○筋肉の動きや骨格に興味
をもち，自分の腕などで調
べようとしている。 
【関心・意欲・態度】 
 
○自分の腕などを使い，骨
格と筋肉のはたらきについ
て調べている。【観察・実験
の技能】 

４．動物のなかまと
進化 

〔９時間〕 
  〈目標〉 
・脊椎動物が，その
特徴からいくつかの
なかまに分類できる
ことを見いだす。 
・無脊椎動物の特徴
を理解する。 
・化石などをもと
に，現存の生物は過
去の生物が変化して
生じてきたものであ
ることを理解する。 
 

１ せきつい動物はど
のように分類できる
か 

〔３時間〕 
  〈目標〉 
・身近な動物を観察し，
からだのつくりや子の
生まれ方などの特徴を
比較し，動物がいくつ
かのなかまに分類でき
ることを見いだす。 
・脊椎動物の分類と，そ
の基準について理解す
る。 

・脊椎動物以外の動物を無
脊椎動物とよぶことを知
る。 
・さまざまな動物の例をあ
げ，自分なりの基準で分類
する。 

 

○根拠を示して，動物を分
類している。 
【科学的な思考・表現】 

・脊椎動物は，５つのグルー
プに分けられることを理解
する。 
・脊椎動物のそれぞれのグ
ループの特徴について理解
する。 

〔２時間〕 

○身近な脊椎動物を分類し
ようとしている。 
【関心・意欲・態度】 
 
○脊椎動物の５つのグルー
プの特徴について説明して
いる。 
【知識・理解】 

２ 無せきつい動物に
はどのようななかま
がいるか 

〔３時間〕 
  〈目標〉 
・節足動物と軟体動物
のからだのつくりを理
解し，脊椎動物との特
徴の違いを見いだす。 

 
 

・節足動物のからだのつく
りを調べ，からだのつくり
の特徴について理解する。 

 

○動物の骨格について，背
骨があるものと外骨格があ
るものとを区別している。 
【科学的な思考・表現】 

・軟体動物のからだのしく
みを調べ，からだのつくり
の特徴について理解する。 
・ほかにも多様な無脊椎動
物がいることを知る。 

○軟体動物のからだの特徴
について説明している。 
【知識・理解】 

・動物のからだのつくりや
生活のしかたなどにもとづ
いて，動物の分類をまとめ
る。 

○分類された動物の特徴に
ついて説明している。 
【知識・理解】 

３ いろいろなせきつ
い動物はどのように
現れたか 

〔３時間〕 
  〈目標〉 
・化石などをもとに，地
球の歴史を通した脊椎

・いろいろな脊椎動物の前
あしやつばさの骨格を比べ
る。 
・生物が長い年月のうちに
進化してきたことを理解す
る。 

 

○相同器官について説明し
ている。 
【知識・理解】 
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動物の移り変わりにつ
いて理解する。 
・哺乳類のからだは，そ
れぞれの生活に適した
つくりに進化してきた
ことを理解する。 

 

・中間的な特徴をもつ動物
について知り，脊椎動物の
進化の歴史について理解す
る。 
・哺乳類のからだは，それぞ
れの生活に適したつくりに
進化してきたことを理解す
る。 

〔２時間〕 

○中間的な特徴をもつ動物
に興味をもち，進化の証拠
について考えようとしてい
る。 
【関心・意欲・態度】  

まとめ 
〔１時間〕 

・ワークや単元末プリント
に取り組む。 

 

○「単元末問題」に正しく答
えることができ，その理由
も説明できている。 
【科学的な思考・表現】 

 

６ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

① いろいろな生物を比較して見いだした共通点や相違点を相互に関係付けて 分類できる

ことを理解させる。【知識・理解】 

② 動物の分類の仕方を班で話し合い、フローチャートでまとめ、自分たちの  意見を発表

することができる。【科学的な思考・表現】 

 

（２）展開  

過程 

[時間] 

 

学習内容及び生徒の学習活動 

指導上の留意点 

（◎評価  ・支援 

★研修テーマとの関わり） 

導 

入 

５ 

分 

◆地球上には、たくさんの動物が生存してい 

ることを、パワーポイントで提示する。 

◆クイズを出す。 

地球上には何種類の動物がいるでしょうか？ 

・ＩＣＴを活用し、本授業におけるイメー

ジを持たせる。 

 

・選択肢を示し、予想・挙手させる。 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

【活動１】 

26種類の動物を好きなグループに分けよう。 

◆個人でグループ分けを行う。その後、個人

でどのようなグループ分けをしたのかを班の

中で発表する。 

 

【活動２】 

26種類の動物を様残なグループに分けよう。 

◆26種類の動物の絵が描かれたカードを配布

する。動物カードを画板に貼り、班ごとにど

のようなグループ分けをしたのかを書く。 

 

 

◎★班で話し合い、意見をまとめること

ができているか机間指導で確認する。 

（科学的な思考・表現） 

 

・事前に発表する人を決める。 

・フローチャートでグループ分けを行う

ため、フローチャートの書き方を説明

する。 

・１人の意見で決めるのではなく、グル

ープの人全員が意見を発表するように

伝える。 



３７ 

 

 

分 

 

【活動３】 

どのようなグループに分けたか発表しよう。 

◆班ごとに発表させる。 

【ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ的思考を高める活動】 

◎★班で話し合い、フローチャートでま

とめることができているか机間指導で

確認する。 

ま 

と 

め 

８ 

分 

◆科学者（動物学者）がどのように分けたの

か、パワーポイントで提示する。 

◆何を基準に、科学者が分類を行ったのか、

考え、発表させる。 

◆背骨がある動物をせきつい動物、背骨がない

動物を無せきつい動物という。 

・ＩＣＴを活用し、まとめを行う。 

・班で相談してもよいことを伝える。 

 

◎26種類の動物を比較し、共通点や相違

点を関係づけ、分類できることを理解

することができたか。（知識・理解） 

  

（３）評価 

・いろいろな生物を比較して見いだした共通点や相違点を相互に関係付けて分類できることを

理解することができた。【知識・理解】 

・動物の分類の仕方を班で話し合い、フローチャートにまとめ、自分たちの意見を発表するこ

とができた。【思考・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 使用したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


